


「高速増殖炉サイクル技術」の平成２１年度概算要求にかかる見解 

所管 文部科学省・経済産業省 
 

概算要求額 42，607 百万円 前年度予算額 33，368 百万円 

施策の概要 

 

長期的なエネルギー安定供給や高レベル放射性廃棄物の低減に貢献が期待される高速増殖炉サイクル技術の実用化に向けた研究開発を実施する。 

具体的には、 

・高速増殖炉サイクル実用施設に採用する革新技術の成立性を評価するための研究開発 

・高速増殖原型炉「もんじゅ」の運転による発電プラントとしての信頼性の実証やナトリウム取扱技術の確立 

・高速実験炉「常陽」を用いた高速増殖炉用燃料の高燃焼度化試験の実施、燃料等の照射試験データの取得 

・「もんじゅ」や「常陽」へのＭＯＸ燃料供給を通じた燃料製造技術および関連技術の実証 

・実証炉の概念設計へ反映するために必要な「実プラント技術」の開発 

等を行う。 

 

総合的見解 

 

・ 高速増殖炉サイクル技術は、ウラン資源の有効利用や高レベル放射性廃棄物の低減に貢献する技術であり、エネルギー資源の乏しい我が国にとって、将来のエ

ネルギー安定供給や地球温暖化の原因とされている二酸化炭素の大幅な削減が期待できる重要な技術であり、着実に研究開発を推進し、本技術を早期に確立す

ることが必要である。 

・ 高速増殖炉サイクル技術を構成する各施策のロードマップを文部科学省と経済産業省が協力して策定したことは評価できる。今後は、関係者間で情報を共有する

とともに、本ロードマップに基づくチェックアンドレビューとロードマップの定期的なローリングを行うとともに、より一層の連携を密にして推進すべきである。 

・ 高速増殖炉サイクル技術の重要性や必要性、安全性について理解が得られるよう広報・広聴活動を国民に対して十分に行うことが必要である。 

・ 高速増殖炉サイクル技術の研究開発は大規模かつ長期にわたる事業であり、人材育成や技術継承へ配慮するとともに、現在たずさわっている人材のモチベーショ

ンやインセンティブ、モラル等にも十分に留意する必要がある。 

・ 今後、増加が見込まれる高速増殖炉サイクル技術に係る研究開発費の後年度負担のあり方について検討しておく必要がある。 

 



個別事項 

分野名 施策名 府省名 ２１年度要求額 ２０年度予算額 見解 備考 

エ ネ ル

ギー 

高速増殖炉サイクル実用化研究

開発 

文 部 科

学省 

14，251 11，798 ○今後の研究開発のあり方、組織体制については、五者協

議会などで十分に検討し、遅滞なく実行に移していく必要

がある。 

○高速増殖炉サイクル技術の実現に向けて、我が国が主導

的にソフトとハード両面の研究開発を行うためにも、技術

開発ロードマップと他の施策との連携を念頭において、予

算の重点化を検討する必要がある。 

 

 

 

エ ネ ル

ギー 

 

高速増殖原型炉「もんじゅ」 文 部 科

学省 

16，453 10，331 ○「もんじゅ」の運転にあたっては、安全対策に万全を期す

るとともに、事故が発生しないよう細心の分析・研究環境

の整備が重要である。 

○その上で、トラブルが発生した場合には早急に関係各所

に連絡する意識の醸成や地元住民とのパブリックコミニュ

ケーションが重要である。 

○安定運転を確立し、取得したデータは実用化開発のため

に貴重であり、低コストで運用できるように検討しておく必

要がある。 

○高速増殖炉サイクル実用化研究開発との研究開発費の

配分を戦略的に検討しておく必要がある。 

 

 

 

エ ネ ル

ギー 

高速実験炉「常陽」 文 部 科

学省 

2，012 2，682 ○高速増殖炉サイクル実用化研究開発のための貴重な実

験炉であり、効果的・効率的な運用を行う必要がある。 

○そのためには、干渉による不具合の原因究明とその対策

を早期に行う必要がある。 

○将来的には、「もんじゅ」の運転状況もふまえて、「常陽」閉

鎖までの明確なスケジュールを示す必要がある。 

 

 

 



エ ネ ル

ギー 

 

ＭＯＸ燃料製造技術開発 

 

文 部 科

学省 

4，440 4，185 ○「もんじゅ」や「常陽」への燃料供給を着実に実施すべきで

ある。 

○民間のＭＯＸ燃料製造技術との協力、円滑な技術移転が

図られるよう一体的な開発・実用化に留意しつつ、推進す

る必要がある。 

 

 

 

エ ネ ル

ギー 

 

発電用新型炉等技術開発委託

費 

 

経 済 産

業省 

5，450 4，372 ○文部科学省との連携をより一層強化するとともに、得られ

た知見や成果の一部は「もんじゅ」にも適用可能であるた

め、成果の移転も念頭に置きつつ、推進すべきである。 

○ＦＢＲ実証施設の概念検討においては、世界標準を獲得

するという理念に向けて、設計・建設に必要となる実プラ

ント技術の確立を効果的なマネジメントの下、推進すべき

である。 
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